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ぶ泊支~さんは、せんさいな拝詰を持りだしています。
「量員は橿うけれど、幅械Id:雇わない。白＇4の宇の革で

雇通まで括るのがf1主芸芝Jと話してくれましだ。

t:i料は売っていません。持詰lこあっ定村ひごを揺り、

拝詰｜こあつだあみ岩であんでいくのです。でき副長誌を

良て、拡はあだだかい釦きち巴なりまし定。

・・・E 習慣控連諸福田園園
支~さんのしごとは「桁ひごJ をつかつて特のさくひ

んをつくることです。まず、 f1を平sにわってめをえれ｜ι；

ていきます。つぎlこ、こまかいひごをつくるさぎようを

します。怠芝で、はぱとあつみをとってはそくし芝もの

を、はぱとり、めんとりをしてしあげます。

時間をかけてつくつをひごで 1か月もかけてかごをつ

くるのもすごいし、拍百年も特があめ邑！こかわってのこ

るのかなーと箸えだら、もっとすごいと憩いました。

いつもさくひんを持っていると語、っ芝ら、支~さんは
1通商巴いちど、どうぶつえんのレツサーパンダ｜こ特の

はをとどけ｜こ行くと聞いておどろきましだ。

園田軍盆霊E盃匡置E
ぶ副1ii倍の｛信重量！こは、まだ由ってい怠い長い特ゃ、

白つを援の由れはしがありまし定。撞討釜の矢宝くらい

の尖きさの桔で持つ定宝もありましだ。こんな！こ突きい

のは見定ことがないので、とてもおどろきまし定。

厳秘して、いろいろなものを一つ一つ芯をこめて語る

職丈さん芝ちはすごいと患っ左し、みんな巴もっと特lこ

［題pc,.I

.. U泊え六生さんは、特宝展60年です。え六生さん

f’が竹のJ正季を掃けられたぎ曲、それは、竹がみんな

の心をひきつけてくれるからなのだそうです。日本

3i1tの民話ともいえる竹をいか｜こ岩かすかいつも箸

え、勢五しまし芝。

哨Id:鮪良’lーこれId:、え－；..生さんが書いた基の語

苔です。このぎ量を画いて、え六生さんの桁lこ泊す

る深いおもいが伝わり、すてきだな、と思いましを。

』圃副首樗露軍需宮司圃・
「A六生」という主清志、信組glf 5局lこ生まれ

だので、つけられたそうです。 A六生さんのお~さ
んも行細工臨文でしだ。芝から、並び量雪具はお~さ
んが持ってくれました。ぼくは、ゲームとか、童っ

左おもちゃで謹びます。 lまくも、何で持つ定量び鍾

具で遊んでみたいです。

え六生さんは、 「蓄は様右なもの｜之特を雇ってい

だのが、芝んだんプラスチック製品など！こかわつだJ
と言っていました。回転をしてみて、特のみ古ゃ撞

測のみ1:)をあら定めて議じましだ。きれいtcJf1Uを

守り、竹を活用できるところは竹｜こしていけ定らい

｜まくがニ蕃町嘉lこ揺っているのは、 1)¥tflfL六生さ

んが持つ芝、矢宝選りの矢宝の~1 量自がlまくの通っ
ている篠ブ非自転；J＼~室長｜こあるという詰を商い左こと

，．です。でも、苔撞動量の繰醤で量っている矢宝はビ

jl二一ル製です。語通岬遣してあるあの諒旨二つの

・矢宝万、え六生さんの任詰芯のだろうか。刊ででき
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ている実主を雇って、夫主蓬りをやってみ芝いと層、

いまし定。

lまくが芯｜こ揺ったのは、 「きくわり」という雇員

を雇って、特をわる持巣です。ハンドルのよう主主形

で、特をわる！こは桔詰芯芳が!0量定と憩います。

逼員を特区当てて、患いっきりfうち舟けるのは、と

てもをいへんそうlこ克えだからです。きくわりを雇っ

て、ニしゅんで特がわられていって、とてもおどろ

きましだ。｜まくも大きく怠つだらやってみだいです。
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